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RC構造物の延命化技術研究協議会
（M協議会）

活動報告

•協議会メンバーによる情報提供

近未来コンクリート研究会 2026.6.4
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既設コンクリート構造物は様々な要因によって
劣化が進行しており、社会インフラの長寿命化、
延命化の方策は喫緊の課題である。

また、事後保全型から予防保全型の維持管理体
系への移行が急務であるにもかかわらず、その
取り組みは思うように進んでいない。

このような社会状況を踏まえ、M協議会では、
社会資本の適切な維持管理を実現するための課
題抽出およびその解決に資する取組みを目的と
した検討を行い、課題解決のための方策を提案
する。
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過年度まで実施していた一般社団法人広島県土
木協会との協働による小規模橋梁点検要領の活
用と社会実装についての活動に一区切りをつけ、
2025年度はM協議会メンバーを講師とする情報
提供と共有に注力した。

2025年度はM協議会を3回開催した。
第1回 2025年9月16日
第2回 2025年12月16日
第3回 2026年3月12日
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【情報提供１】

演題︓
『塩害環境下にある既設コンクリート構造物の品質評価に
関する基礎的研究』

講演者︓
山本雅行様（西日本高速道路エンジニアリング中国㈱）

備考︓
山本雅行様の博士論文（広島大学）の内容
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【情報提供２】

演題︓
『軍艦島（端島）70号棟補修試験施工
亜硝酸リチウム内部圧入工法による塩害補修』

講演者︓
江良和徳

備考︓
日本コンクリート工学会「危急存亡状態のコンクリート
構造物対応委員会」における取組み
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【情報提供１】

演題︓
『小規模橋梁の点検・診断・補修の効率化に関する取組』

講演者︓
奈良原友貴様（（一社）広島県土木協会）

備考︓
過年度の活動内容を題材とした対外発表
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【情報提供２】

演題︓
『建設用３Dプリンタ導入による次世代モデル』

講演者︓
足達大輔様、横田昭彦様（福留開発（株））

備考︓
日経コンストラクション 2024年11月号掲載内容
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【情報提供１】

演題︓
『建設部門の「安全」の向上のための方策』

講演者︓
坂田正宏様（（株）エイコー技術コンサルタント）

備考︓
建設分野における安全性について、発注者・設計者、
現場責任者、現場作業者それぞれの視点から考える
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【情報提供２】

演題︓
『予防保全を目的とした鉄筋コンクリート構造物の
点検方法に関する研究委員会』報告会の案内

講演者︓
江良和徳

備考︓
日本コンクリート工学会 研究委員会（JCI-TC243A）
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【成果報告会】

日時 ： 2026年9月15日（火） １３：００～１７：００
場所 ： きゅりあん小ホール （東京都品川区）
形式 ： 対面式（Web配信なし）

タイムスケジュール：
13:00～13:05 委員長挨拶、趣旨説明
13:05～14:30 第2章（ミニパネルディスカッション形式）
14:40～15:20 第3章（中性化）の解説
15:20～16:00 第4章（塩害）の解説
16:10～16:50 第5章（鉄筋腐食）の解説
16:50～17:00 第6章（まとめ）、質疑応答



26

３．今後の予定
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・M協議会のテーマである「RC構造物の延命化技術研究」
に対し、過年度では主として「小規模橋梁の点検、調査、
診断」に着目した活動を行ってきた。
・本年度のキーワードとして、「予防保全」、「補修」に
着目した活動に取り組む予定である。コンクリート構造物
の長寿命化、延命化に資する補修技術に関する情報を幅広
く調査し、協議会内で情報共有するとともに、現場見学を
含めた実際の取り組み事例の紹介取り組む。

・また、協議会メンバーからの情報提供、話題提供も企画
し、双方向の意見交換とすることでさらに活動を活発化し
たい。

３．今後の予定


